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村
民
の
皆
様
に
は
希
望
に
満
ち
た
令
和
八
年
の
新
春
を
、

お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
村
政
の
発
展
と
議
会
運
営
に
対
し
て
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
頂
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
国
政
に
お
い
て
、
初
の
女
性
総
理
大
臣
に
よ
る
高

市
早
苗
内
閣
が
発
足
し
、
宮
城
県
で
は
６
期
目
と
な
る
村
井

県
政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
外
交
や
経
済
・
農
政
な
ど
の

課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
小
さ
な
自
治
体
で
あ
る
大

衡
村
が
、
自
立
し
て
元
気
で
笑
顔
の
絶
え
な
い
、
皆
さ
ん
が

住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
私
達
議
会
も
懸
命
に

知
恵
を
絞
り
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
村
政
並
び
に
村
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
さ
ら
な
る

ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
村

民
皆
様
に
と
っ
て
幸
せ
で
実
り
多
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

大
衡
村
議
会
議
長

　髙

　橋

　浩

　之

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

おおひら議会だより （２）第207号（令和８年１月29日）



令和8年 年男・年女
～今年もウマくいくように～

あかさか　　　み　ゆ

赤坂　実結（2014年生）衡上
私はスポーツ少年団でバレーをしています。今年から新しい
ポジションを任せられ、練習をしています。まだ、なかなか上手く
出来ないけれど、チームで一つでも多くの試合で

勝てるように頑張っていきたいです。

かわ　な　　　こう　じ　

川名　浩司（1978年生）衡中
若い世代が安心して暮らし、働く場や余暇を楽しむ選択肢が
広がる地域を願っています。一住民として、未来に向けた

まちづくりにささやかな力を寄せていきたい。

はやさか　　　り　の

早坂　楓心（2014年生）駒場
６年生になるので勉強や行動面でみんなのお手本になるよう
頑張り、思い出に残る小学校生活にしたいです。

みやざわ　　なお　き

宮澤　直樹（2002年生）衡中
午年の本分を尽くし、天高く駆ける馬のごとく何事にも全力で
挑み、飛躍と実りある一年にしていきます。

こい　で　　　なお　き　

小出　直樹（1966年生）松原
生まれて早や60年を迎え、健康で元気に駆け抜けてきた。
孫の成長を楽しみに今後も仕事に励んで頑張って

いきたい。

（３） おおひら議会だより 第207号（令和８年１月29日）
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クマの被害のあった柿の木

クマ注意看板

問
　
有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
、

ク
マ
対
策
の
予
算
が
追
加
さ
れ

る
が
そ
の
詳
細
は
。

答
　
不
要
な
柿
の
木
伐
採
業
務

委
託
料
と
し
て
５
０
０
万
円
、

既
に
伐
採
し
た
方
へ
の
補
助
金

と
し
て
１
０
０
万
円
、
実
施
隊

活
動
費
と
し
て
３
０
０
万
円
、

電
気
柵
設
置
補
助
金
と
し
て
５

０
万
円
で
あ
る
。

物価高騰支援 全村民に商品券1万2千円
人子育て応援手当1人2万円

問
　
ク
マ
対
策
の
柿
の
木
伐
採

の
申
し
込
み
状
況
と
伐
採
業
務

の
今
後
の
見
通
し
は
。

答
　
現
在
の
申
し
込
み
状
況
は

個
人
で
伐
採
済
み
件
数
が
18
件
、

村
に
伐
採
を
申
し
込
み
件
数
が

74
件
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
も

増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

　
伐
採
業
務
は
村
内
業
者
４
社

に
委
託
し
て
い
る
。

主 　 な 　 質 　 疑

ク
マ
対
策

問答

問答

◎歳　入
　村税 ･････････････････････････ 3,950万円
　物価高騰支援臨時交付金 ･･･････ 6,042万円
　定額減税分臨時交付金 ･･･････････594万円
　子育て応援手当補助金 ･････････ 1,988万円
　地方交付税 ････････････････ 2億3,530万円
　基金繰入金 ･･････････････△2億4,982万円
　村債 ･････････････････････････ 4,120万円

補正の主なもの

◎歳　出
　物価高騰支援商品券発行 ･･･････ 7,046万円
　子育て応援手当支給 ･･･････････ 2,027万円
　定額減税給付金 ･････････････････584万円
　クマ対策事業 ･････････････････ 1,650万円
　庁内機構再編物品購入 ･･･････････274万円
　除雪委託料 ･････････････････････820万円
　スクールバス修繕 ･･･････････････200万円

おおひら議会だより （４）第207号（令和８年１月29日）



タブレットを活用した授業（小学校）

スクールバスで安全な通学を

問
　
小
・
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
修
繕
内
容
は
。

答
　
９
月
末
に
エ
ン
ジ
ン
が
故

障
し
、
自
走
不
可
能
に
な
っ
た
。

当
初
は
エ
ン
ジ
ン
部
品
交
換
の

予
定
だ
っ
た
が
、
部
品
交
換
で

は
直
せ
ず
、
エ
ン
ジ
ン
全
体
を

交
換
し
た
。

問
　
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援

手
当
の
詳
細
は
。

答
　
児
童
手
当
受
給
者
に
対
し

１
人
あ
た
り
２
万
円
を
支
給
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
申
請
は
不
要
で
児
童
手
当
の

振
込
登
録
口
座
に
令
和
８
年
１

月
30
日
か
ら
順
次
振
込
み
す
る
。

補正
予算

物価高騰支援 全村民に商品券1万2千円
人子育て応援手当1人2万円

問
　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
詳
細

は
。

答
　
村
民
１
人
あ
た
り
１
万
２

千
円
分
の
商
品
券
を
配
布
す
る

も
の
。
７
千
円
は
村
内
の
店
舗

限
定
で
５
千
円
分
は
く
ろ
か
わ

商
工
会
エ
リ
ア
共
通
商
品
券
と

な
る
。

　
令
和
８
年
２
月
下
旬
か
ら
順

次
発
送
し
、
使
用
期
間
は
３
月

〜
８
月
末
ま
で
と
な
る
。

　
　
令
和
８
年
度
に
ク
ロ
ー
ム

ブ
ッ
ク
（
学
校
用
タ
ブ
レ
ッ

ト
）
更
新
計
画
を
さ
れ
て
い
る

が
、
修
繕
料
60
万
円
の
補
正
で

現
在
の
台
数
を
修
繕
対
応
可
能

か
。

　
　
今
年
度
に
新
規
購
入
し
た

も
の
が
あ
り
、
修
繕
も
含
め
、

令
和
８
年
度
の
更
新
時
期
ま
で

対
応
可
能
と
考
え
て
い
る
。

答 問
ス
ク
ー
ル
バ
ス
修
繕

答 問
子
育
て
応
援
手
当

物
価
高
騰
支
援
商
品
券

問答

学
校
用
タ
ブ
レ
ッ
ト

答 問

（５） おおひら議会だより 第207号（令和８年１月29日）



　
　
冬
季
間
の
集
客
を
考
慮
し
、

初
年
度
使
用
料
を
減
免
す
る
考

え
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
活
動
用
の
消
耗
品
費
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
着
任

後
５
ヶ
月
経
過
で
の
活
動
内

容
や
明
確
な
目
標
は
あ
る
の

か
。

　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

認
知
度
を
高
め
る
た
め
、
農

業
関
係
者
や
村
内
の
方
々
と

交
流
を
図
っ
て
い
る
。

　
牛
野
ダ
ム
カ
レ
ー
の
創
出

や
、
尚
絅
学
院
大
学
と
の
地

域
お
こ
し
、
移
住
定
住
Ｐ
Ｒ

動
画
の
作
成
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

問
　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
事

業
の
内
容
は
。
ま
た
職
員
体
制

と
事
務
所
の
配
置
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

答
　
会
計
年
度
任
用
職
員
給
料

73
万
円
と
関
連
す
る
通
勤
手
当
、

共
済
費
で
あ
る
。

　
セ
ン
タ
ー
長
と
統
括
支
援
員
、

母
子
保
健
対
応
の
保
健
師
、
児

童
福
祉
を
担
当
す
る
職
員
が
兼

務
で
の
配
属
と
な
る
。

　
事
務
所
は
、
健
康
福
祉
課
事

務
室
内
に
設
け
る
。

県庁でのイベントで村をＰＲ

10月にオープンした万葉茶屋

　
　
議
論
は
あ
っ
た
が
、
過
去

に
利
用
い
た
だ
い
た
方
と
の
公

平
性
の
観
点
か
ら
減
免
は
行
っ

て
い
な
い
。

万
葉
茶
屋
使
用
料

答

問

地
域
お
こ
し
協
力
隊

答 問

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

問答

第207号（令和８年１月29日） おおひら議会だより （６）



問
　
機
構
再
編
案
を
示
し
て
か

ら
実
施
時
期
を
延
期
し
て
お
り

２
年
経
過
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
進
め
方
や
議
会
へ
の
説
明
が

足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
　
議
会
で
の
様
々
な
意
見
を

踏
ま
え
、
検
討
し
直
し
た
こ
と

か
ら
改
正
案
に
時
間
を
要
し
た
。

｠

問
　
再
編
に
伴
い
関
連
す
る
規

則
改
正
や
事
務
分
掌
、
人
員
配

置
案
等
は
決
定
し
て
い
る
の
か
。

答
　
条
例
改
正
の
承
認
後
に
各

課
の
事
務
分
掌
等
を
精
査
し
て
、

行
政
組
織
規
則
を
改
正
し
て
い

き
た
い
。

問
　
課
が
分
離
さ
れ
増
え
る
が
、

管
理
職
の
人
員
配
置
や
各
課
の

業
務
量
の
バ
ラ
ン
ス
は
と
れ
て

い
る
の
か
。

答
　
職
員
の
年
齢
構
成
や
人
材

育
成
、
業
務
内
容
を
勘
案
し
て

適
切
な
職
員
配
置
を
考
え
た
い
。

問
　
変
更
す
る
課
名
が
長
す
ぎ

る
の
で
は
な
い
か
。
住
民
に
わ

か
り
や
す
い
課
名
に
し
た
ら
ど

う
か
。

答
　
持
続
可
能
な
自
治
体
を
目

指
し
て
、
新
た
な
行
政
課
題
需

要
に
対
応
し
、
具
体
的
な
業
務

内
容
が
わ
か
る
よ
う
な
課
名
と

し
た
。

問
　
令
和
８
年
１
月
か
ら
新
た

に
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
る
が
、
そ
の
業
務
は
ど

こ
で
担
当
す
る
の
か
。

答
　
現
在
の
健
康
福
祉
課
内
の

子
育
て
支
援
室
を
「
こ
ど
も
未

来
応
援
室
」
と
し
て
、
子
育
て

支
援
業
務
を
集
約
し
て
い
き
た

い
。

条例 課設置条例改正

答 問答 問

答 問 答 問答 問

役場の課名が変わります

企画財政課

産業振興課

都市建設課

企画広報課

財政経営課

農業振興課

企業立地商工課

都市建設課

会　計　室 会　計　課

上下水道課

健康福祉課
（子育て支援室）

健康福祉課
（こども未来応援室）

９課１局６室が

13課１局１室へ

 ●令和８年４月１日からの体制

 ●目的と概要
長期的に自立持続可能なまちづくりの推進及び高度化・複雑化が進む地方行政の運営に適時、
適切に対応すべく、組織体制を強化し、業務改善と人材育成を推進し、将来を見据えた機構
改革を行う。

（７） おおひら議会だより 第207号（令和８年１月29日）
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答

※会議録は大衡村議会ホームページで閲覧できます。

質問者一覧表
鈴　木　和　信
・一人暮らし高齢者への支援拡充を
・現在の大衡村の人口減少を食い止める施策を
・まちづくりセンターの取締役（社長）の任期を再度伺う
佐　野　英　俊
・予算編成方針について
・県道大衡駒場線の整備情報について
・児童生徒が使用するタブレット端末の更新について
文　屋　裕　男
・クマ対策は万全か
石　川　　　敏
・農業施策の取り組みを問う
・クマによる非常事態への対応策は
山　本　信　悟
・街路樹等の整備は
早　坂　美　華
・小・中学校におけるクマ・イノシシ対策について問う
赤　間　しづ江
・子育て支援の取り組みについて

皆さんが選んだ議員がどのような質
問・発言をしているのか、村の執行
部がどのような施策を考えているの
か、是非議場で傍聴してみませんか。

お問合せ先：大衡村議会事務局
☎３４５－６０３０

gikai@village.ohira.miyagi.jp

３月３日（火）
次の定例会は

からの予定です

次の定例会は

からの予定です

議会を

傍聴してみませんか

７名の議員が村政を問う

一般
質問

おおひら議会だより （８）第207号（令和８年１月29日）



海老沢地区の新築住宅

問
　
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

た
め
の
見
守
り
機
器
の
貸
し
出

し
（
見
守
り
ポ
ッ
ト
・
守
り

庫
・
Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
）
の

考
え
は
あ
る
か
。

　村
長
　
人
感
セ
ン
サ
ー
に
よ
り

駆
け
付
け
る
体
制
や
利
用
者
の

通
報
に
よ
り
救
急
体
制
整
備
が

確
立
し
て
い
る
。

問
　
民
生
児
童
委
員
の
負
担
軽

減
と
し
て
民
生
児
童
協
力
員
を

設
置
し
て
は
。

　村
長
　
協
力
員
の
設
置
は
考
え

て
い
な
い
。

問
　
大
崎
市
等
が
実
施
し
て
い

る
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
（
公

営
の
高
齢
者
住
宅
）
等
の
検
討

は
。

　

問
　
空
き
家
バ
ン
ク
の
掘
り
起

こ
し
を
行
い
60
件
以
上
の
空
き

家
を
修
繕
や
借
り
上
げ
て
利
活

用
は
で
き
な
い
か
。

村
長
　
所
有
者
の
事
情
も
あ
り

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
が
進
ん

で
い
な
い
。

　問
　
定
住
促
進
住
宅
等
に
入
居

希
望
す
る
新
婚
家
庭
に
住
宅
使

用
料
を
無
償
又
は
減
額
し
て
は

ど
う
か
。

村
長
　
す
で
に
入
居
さ
れ
て
い

る
方
々
と
の
公
平
性
を
保
つ
観

点
か
ら
実
施
で
き
な
い
。

　問
　
村
と
し
て
今
後
の
宅
地
分

譲
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

村
長
　
民
間
活
力
を
活
か
し
な

が
ら
ま
ち
づ
く
り
の
形
成
を
図

っ
て
い
く
。
　

問
　
定
款
で
は
前
任
者
の
残
任

期
間
と
同
一
と
あ
る
が
、
な
ぜ

４
年
な
の
か
定
款
違
反
で
は
な

い
か
。

村
長
　
新
た
に
就
任
し
た
扱
い

で
４
年
と
整
理
し
た
と
伺
っ
て

い
る
。

村
長
　
需
要
等
を
次
回
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
項
目
で
実
施
し
た
い
。

救急時にも対応している
一人暮らし高齢者の支援を

一般質問 村政を問う

村
長

問村
長

問問

村
長

村
長

問村
長

村
長

問問

問

村
長

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の

取
締
役
の
任
期
は

新
た
な
就
任
と
整
理

すず　き　　　かずのぶ

鈴木　和信 議員

人
口
減
少
の
施
策
は

民
間
活
力
に
期
待

（９） おおひら議会だより 第207号（令和８年１月29日）



未整備区間

国道４号

大衡村役場
●

県道整備が急務の未整備区間

問
　
文
科
省
は
更
新
を
進
め
て

い
る
が
、
村
の
更
新
計
画
は
。

教
育
長
　
国
の
補
助
金
で
、
令

和
８
年
度
中
に
県
全
域
で
の
共

同
調
達
に
よ
り
、
必
要
台
数
６

１
７
台
の
更
新
を
予
定
し
て
い

る
。

問
　
計
画
路
線
周
辺
の
筆
界
未

定
地
に
関
す
る
県
の
情
報
は
。

村
長
　
相
続
予
定
人
の
親
族
か

ら
問
題
解
決
へ
の
前
向
き
な
意

見
が
あ
る
と
の
県
か
ら
情
報
が

あ
る
。

問
　
故
障
や
バ
ッ
テ
リ
ー
の
耐

用
年
数
を
迎
え
た
ク
ロ
ー
ム
ブ

ッ
ク
へ
の
対
応
は
。

教
育
長
　
こ
れ
ま
で
の
故
障
は

54
台
で
、
13
台
修
理
済
、
２
台

修
理
中
、
使
用
が
難
し
い
39
台

は
保
管
し
て
い
る
。

　
毎
年
10
数
台
を
購
入
し
、
軽

微
な
故
障
は
修
理
し
て
い
る
。

問
　
事
業
実
施
に
関
す
る
県
か

ら
の
情
報
は
。

村
長
　
県
は
問
題
解
決
後
、
速

や
か
に
事
業
に
着
手
で
き
る
よ

う
、
公
図
、
登
記
簿
の
調
査
な

ど
情
報
収
集
し
て
い
る
。

　
県
と
情
報
共
有
を
密
に
図
り
、

事
業
実
施
に
向
け
相
互
協
力
し

て
い
く
。

問
　
用
地
買
収
な
ど
事
業
推
進

を
強
く
要
望
し
て
は
。

村
長
　
事
業
の
重
要
性
は
十
分

認
識
し
て
い
る
の
で
、
引
き
続

き
事
業
実
施
を
要
望
し
て
い
く
。

問
　
予
算
編
成
方
針
に
示
す
財

政
状
況
の
見
通
し
は
。

村
長
　
令
和
６
年
度
決
算
の
分

析
と
令
和
７
年
度
歳
入
状
況
を

基
に
し
、
村
税
な
ど
徴
収
金
の

収
納
率
向
上
を
図
り
、
財
源
の

確
保
に
取
り
組
む
。

問
　
予
算
編
成
の
基
本
方
針
は
。

村
長
　
経
済
情
勢
や
税
制
改
正

等
を
慎
重
に
見
極
め
、
収
納
率

向
上
の
目
標
を
明
確
に
設
定
し
、

見
込
み
得
る
年
間
収
入
を
的
確

に
見
積
も
っ
て
い
く
。

答
一般質問村政を問う

メリハリある予算編成に
令和８年度予算編成方針は

財
政
状
況

基
本
保
全

問 問村
長

村
長

問

更
新
計
画

問

　さ　の　　　ひでとし

佐野　英俊 議員

筆
界
未
定
地

要
望
活
動

問村
長事

業
実
施

問村
長

村
長

故
障
対
応

問

教
育
長

児
童
生
徒
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
更
新
は

県
の
共
同
調
達
で
計
画
す
る

教
育
長

奥
田
西
側
　県
道
整
備
の
情
報
は

事
業
実
施
に
向
け
相
互
協
力
で

おおひら議会だより （10）第207号（令和８年１月29日）



箱わなにかかったクマ

問
　
ハ
ン
タ
ー
不
足
と
叫
ば
れ

て
久
し
い
が
、
村
内
の
ハ
ン
タ

ー
の
人
数
と
止
め
刺
し
の
で
き

る
人
数
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン
タ

ー
の
養
成
は
考
え
て
い
る
か
。

村
長
　
村
内
の
ハ
ン
タ
ー
は
７

人
、
止
め
刺
し
は
電
気
シ
ョ
ッ

ク
機
器
に
よ
る
２
人
を
加
え
て

９
人
が
対
応
可
能
で
あ
る
。

　
県
内
自
治
体
の
配
置
実
績
は

な
く
、
法
的
責
任
を
伴
う
ガ
バ

メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
の
養
成
を
村

単
独
で
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。

問
　
全
国
的
に
ク
マ
の
目
撃
件

数
が
増
加
し
て
い
る
が
、
本
村

の
実
態
は
。

村
長
　
本
村
で
の
目
撃
件
数
は

１
０
０
件
で
昨
年
の
４
倍
、
捕

獲
頭
数
は
20
頭
で
あ
る
。

ず
法
的
に
は
緊
急
銃
猟
の
取
り

扱
い
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、

警
察
と
の
連
携
手
順
、
実
施
隊

の
配
置
等
と
知
見
と
経
験
が
蓄

積
さ
れ
た
。

問
　
人
家
の
近
く
で
の
捕
獲
に

緊
急
銃
猟
の
独
自
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
策
定
し
て
い
る
が
、
実
績

は
あ
る
か
。

村
長
　
緊
急
時
に
お
い
て
、
担

当
課
に
よ
る
現
場
指
揮
、
交
通

制
限
、
住
民
広
報
、
記
録
、
原

状
回
復
実
施
、
実
施
隊
及
び
大

和
警
察
署
と
連
携
し
て
実
施
す

る
こ
と
に
な
る
。

　
令
和
７
年
10
月
の
出
没
事
件

で
銃
猟
体
制
を
整
え
緊
急
対
応

を
実
施
し
た
が
、
発
砲
に
至
ら

問
　
ク
マ
の
誘
引
木
で
あ
る
柿

や
栗
の
木
を
村
で
伐
採
出
来
な

い
か
、
と
の
問
い
合
わ
せ
が
殺

到
し
た
。
村
の
判
断
が
遅
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

｠

村
長
　
伐
採
事
業
は
本
定
例
会

に
予
算
計
上
し
て
お
り
、
募
集

も
始
め
て
い
る
。

問
　
実
施
隊
が
け
が
を
し
た
場

合
の
補
償
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

　
ま
た
、
補
償
内
容
が
不
十
分

で
は
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長
　
村
条
例
や
猟

友
会
、
実
施
隊
で
加
入
し
て
い

る
保
険
で
補
償
さ
れ
る
。

村
長
　
現
状
を
鑑
み
る
と
様
々

改
正
の
余
地
が
あ
る
。

　
今
後
、
協
議
の
上
、
問
題
点

を
ク
リ
ア
し
て
い
き
た
い
。

村民の安全確保が最優先
クマ対策は万全か

村
長

一般質問 村政を問う

捕
獲
状
況

問村
長 緊

急
銃
猟

ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー

問

村
長

問

村
長

村
長

柿
や
栗
の
木
伐
採

問

産
業
振
興
課
長

実
施
隊
の
補
償

問

※

ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー

狩
猟
免
許
な
ど
を
持
ち
、
専
門
知

識
の
あ
る
自
治
体
職
員
。

ぶん　や　　　ひろ　お

文屋　裕男 議員
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農業働き手の確保を

問
　
村
内
で
も
農
地
の
荒
廃
や

耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
お
り
、

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

農
地
の
環
境
保
全
対
策
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

　村
長
　
農
地
バ
ン
ク
の
活
用
に

よ
る
農
地
の
受
委
託
や
集
約
化

を
進
め
て
い
く
。
さ
ら
に
農
地

保
全
や
荒
廃
を
防
ぐ
た
め
、
地

域
資
源
保
全
会
活
動
に
も
支
援

し
て
い
き
た
い
。

問
　
ク
マ
非
常
事
態
宣
言
を
し

て
い
る
が
、
今
後
の
具
体
的
な

取
り
組
み
は
。

　村
長
　
村
内
パ
ト
ロ
ー
ル
、
無

線
放
送
に
よ
る
注
意
喚
起
、
看

板
設
置
、
ク
マ
用
捕
獲
わ
な
を

設
置
し
て
い
る
。

　
今
後
は
緊
急
対
策
と
し
て
柿

の
木
等
の
伐
採
を
実
施
し
、
村

民
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
く
。

問
　
農
業
従
事
者
が
年
々
減
少

し
て
高
齢
者
が
多
く
を
占
め
て

お
り
、
後
継
者
が
い
な
い
現
状

で
あ
る
。
農
業
担
い
手
確
保
策

に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

問
　
ク
マ
、イ
ノ
シ
シ
の
駆
除
は

有
害
鳥
獣
対
策
実
施
隊
に
お
願

い
し
て
い
る
が
ク
マ
の
出
没
が

異
常
事
態
で
、
実
施
隊
の
活
動

に
も
危
険
性
が
増
大
し
て
い
る
。

　
実
施
隊
の
報
酬
手
当
を
も
っ

と
引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　村
長
　
ク
マ
・
イ
ノ
シ
シ
の
駆

除
頭
数
は
増
加
し
て
お
り
、
実

施
隊
の
方
々
に
は
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、

年
報
酬
や
各
種
手
当
は
見
直
し

問
　
村
の
農
業
補
助
事
業
は
細

分
化
さ
れ
て
お
り
事
業
執
行
が

効
率
的
で
な
い
。
弾
力
的
に
運

用
で
き
る
よ
う
制
度
を
見
直
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　村
長
　
農
業
の
補
助
事
業
見
直

し
は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
。

　
農
業
振
興
課
の
設
置
に
伴
い

各
種
補
助
制
度
を
総
合
的
に
進

め
、
農
家
の
意
向
に
沿
っ
た
営

農
環
境
の
確
立
を
図
っ
て
い
く
。

村
長
　
新
規
就
農
者
に
対
す
る

補
助
金
制
度
を
今
後
も
活
用
し

て
い
く
。

　
認
定
農
業
者
に
も
営
農
技
術

向
上
や
環
境
整
備
支
援
を
実
施

し
、
農
業
担
い
手
基
盤
を
強
化

し
て
い
く
。

て
い
き
た
い
。

答
一般質問村政を問う

持続可能な営農を図る
農業施策の取り組みは

農
地
保
全

問

村
長 非

常
事
態
対
策

問

村
長

村
長

農
業
担
い
手

問

ク
マ
非
常
事
態
へ
の
対
応
は

村
民
の
安
全
を
第
一
に

いしかわ　　　　さとし

石川　　敏 議員

村
長 実

施
隊
手
当

問

村
長 農

業
補
助
制
度

問

おおひら議会だより （12）第207号（令和８年１月29日）



街路樹による歩道の悪化（衡東６号線）

問
　
景
観
維
持
の
た
め
車
道
歩

道
の
間
に
植
樹
し
て
い
る
が
、

成
長
に
伴
い
環
境
が
悪
化
し
凸

凹
が
み
ら
れ
る
。
現
状
把
握
と

今
後
の
管
理
は
。

村
長
　
樹
木
の
根
張
り
の
影
響

で
歩
道
の
舗
装
面
一
部
で
凸
凹

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
で
、
本

年
度
19
本
伐
採
を
行
い
、
適
時

適
切
な
管
理
を
し
て
い
く
。

　都
市
建
設
課
長
　
伐
採
の
発
注

契
約
は
終
了
し
て
お
り
、
年
度

内
完
了
す
る
。

問
　
衡
東
６
号
線
は
朝
夕
の
交

通
量
が
多
い
が
、
冬
季
間
の
伐

採
は
安
全
性
が
図
ら
れ
る
か
。

｠

都
市
建
設
課
長
　
樹
木
伐
採
は
、

落
葉
し
て
か
ら
の
作
業
と
な
る
。

警
備
員
を
配
置
し
安
全
性
を
確

保
し
て
作
業
を
行
う
。

問
　
村
有
地
と
民
有
地
の
境
界

樹
木
等
の
調
査
管
理
は
。

｠

村
長
　
村
有
地
は
、
８
２
４
ha

あ
る
た
め
調
査
管
理
は
困
難
と

考
え
る
。

　
樹
木
等
の
成
長
に
よ
り
風
水

害
や
病
虫
害
で
倒
木
は
、
現
地

確
認
し
た
う
え
で
、
速
や
か
に

伐
採
等
実
施
し
て
い
る
。

問
　
蕨
崎
下
田
畑
線
沿
線
に
貸

付
け
し
て
い
る
村
有
地
の
樹
木

管
理
は
村
か
借
受
者
か
。

｠

企
画
財
政
課
長
　
村
有
地
で
あ

り
借
受
者
と
個
別
相
談
を
行
い
、

進
め
て
い
く
。

問
　
中
学
生
と
の
意
見
交
換
会

で
、
大
衡
駒
場
線
の
歩
道
の
凸

凹
で
自
転
車
通
行
の
際
、
転
倒

の
心
配
の
意
見
も
あ
っ
た
。
状

況
を
県
へ
報
告
要
請
し
て
い
る

か
。

｠

村
長
　
村
内
を
通
過
す
る
国
・

県
道
の
不
具
合
等
の
発
見
、
通

報
等
が
あ
っ
た
際
、
都
市
建
設

課
で
現
地
確
認
し
て
管
理
機
関

へ
対
応
を
要
望
し
て
い
る
。

問
　
駒
場
戸
口
付
近
か
ら
大
衡

落
合
線
交
差
点
の
間
で
測
量
を

行
っ
て
い
た
が
、
歩
道
が
特
に

悪
化
し
て
い
る
部
分
が
含
ま
れ

て
い
る
の
か
。

｠

都
市
建
設
課
長
　
今
年
度
歩
道

を
含
め
て
補
修
を
進
め
て
い
く

と
県
仙
台
土
木
事
務
所
か
ら
報

告
を
受
け
て
い
る
。

一般質問 村政を問う

パトロール・通報等で適切管理
街路樹等の整備は

村
長 衡

東
６
号
線

問

県
道
大
衡
駒
場
線

問

都
市
建
設
課
長

問都
市
建
設
課
長

村
長

やまもと　　しん　ご

山本　信悟 議員

村
長

都
市
建
設
課
長

問企
画
財
政
課
長

問村
有
地
と
民
有
地
境
界

問
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スクールバス登校時の見守り活動

問
　
野
生
動
物
に
遭
遇
し
た
場

合
、
自
分
の
身
を
守
る
学
習
を

児
童
生
徒
に
行
な
っ
た
か
。

教
育
長
　
専
門
家
に
し
っ
か
り

と
し
た
知
識
を
教
え
て
も
ら
い

た
い
の
で
、
学
校
自
体
で
は
行

な
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
専
門

家
の
講
習
を
要
望
し
て
い
く
。

問
　
非
常
事
態
宣
言
中
、
部
活

動
中
止
で
は
な
く
室
内
で
の
活

動
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

教
育
長
　
夕
方
以
降
の
出
没
情

報
が
入
っ
て
い
た
の
で
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
か
ら
降
り
た
時
に
襲

わ
れ
る
危
険
が
あ
る
事
か
ら
中

止
に
し
た
。

問
　
春
先
に
向
け
ク
マ
が
出
没

す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
学
校

周
辺
に
防
護
柵
整
備
の
考
え
は

あ
る
か
。

教
育
長
　
今
の
と
こ
ろ
考
え
は

な
い
が
、
児
童
生
徒
の
安
全
に

配
慮
し
た
対
応
を
行
な
っ
て
い

く
。

問
　
小
・
中
学
校
周
辺
に
は
、

ク
マ
が
好
む
種
類
の
木
は
あ
る

か
。

教
育
長
　
ま
だ
確
認
し
て
い
な

い
の
で
、
今
後
確
認
す
る
。

問
　
ク
マ
対
策
に
よ
り
中
学
校

部
活
動
へ
の
影
響
は
あ
っ
た
か
。

教
育
長
　
部
活
動
の
中
止
や
室

内
で
の
活
動
に
限
定
し
た
期
間

も
あ
る
た
め
、
影
響
は
あ
っ
た
。

問
　
ク
マ
対
策
に
よ
り
小
・
中

学
校
と
も
に
見
守
り
活
動
を
行

な
っ
て
い
る
が
、
詳
細
は
。

教
育
長
　
小
・
中
学
校
と
も
に

登
校
時
に
校
門
付
近
で
見
守
り

を
行
な
い
、
下
校
時
に
は
車
で

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。

小
学
校
で
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

車
庫
及
び
児
童
館
横
断
歩
道
で

の
見
守
り
活
動
も
し
て
い
る
。

問
　
ク
マ
出
没
に
よ
り
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
に
切
り
替
わ
っ
た
学

校
も
あ
る
が
、
本
村
は
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
環
境
は
整
っ
て
い

る
か
。
ま
た
、
授
業
の
受
け
方

の
学
習
は
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長
　
環
境
は
整
っ
て
い
る

が
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
実
績
は
な

く
、
受
け
方
の
説
明
も
行
な
っ

て
い
な
い
。
小
学
校
に
つ
い
て

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
持
ち
帰
り
を

し
て
い
な
い
。

答

一般質問村政を問う

児童生徒の安心安全を守る
小・中学校におけるクマ対策は

見
守
り
活
動

問ク
マ
出
没
時
の
対
応

問

防
護
柵
整
備

問問

問

はやさか　　　み　か

早坂　美華 議員

教
育
長

教
育
長

問教
育
長

教
育
長

教
育
長

中
学
校
部
活
動

問教
育
長

教
育
長
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保護者にも大好評です（ベビーのゆったりタイム）

問
　
村
独
自
事
業
と
し
て
令
和

４
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
産

後
ケ
ア
の
利
用
人
数
、
利
用
者

の
声
、
課
題
を
ど
う
捉
え
て
い

る
か
。

問
　
母
子
保
健
と
児
童
福
祉
機

能
を
一
体
化
さ
せ
た
「
大
衡
村

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
が
令

和
８
年
１
月
に
開
設
さ
れ
る
。

職
員
体
制
と
業
務
内
容
は
。

村
長
　
セ
ン
タ
ー
長
、
統
括
支

援
員
、
保
健
師
な
ど
で
構
成
さ

れ
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
事
務

所
を
置
く
。

　
妊
産
婦
・
子
育
て
家
庭
の
支

援
か
ら
児
童
福
祉
の
虐
待
対
応

ま
で
専
門
性
を
生
か
し
、
関
係

機
関
と
連
携
し
て
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
行
な
う
。

問
　
保
護
者
の
就
労
に
関
係
な

く
、
０
歳
か
ら
２
歳
児
が
月
10

時
間
、
こ
ど
も
園
等
に
通
園
で

き
る
新
た
な
事
業
が
４
月
１
日

か
ら
始
ま
る
。

　
受
入
れ
施
設
名
、
対
象
幼
児

数
、
利
用
料
、
申
込
み
の
方
法

な
ど
検
討
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

村
長
　
す
べ
て
の
子
ど
も
の
育

ち
を
応
援
す
る
た
め
の
事
業
で
、

時
間
単
位
で
保
育
施
設
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
万
葉
こ

ど
も
園
、
き
き
ょ
う
平
保
育
園

の
２
園
が
実
施
予
定
施
設
で
あ

る
。

村
長
　
児
童
が
１
歳
に
な
る
ま

で
の
１
年
間
、
産
婦
が
７
回
ま

で
利
用
で
き
る
制
度
で
、
現
在

ま
で
14
人
が
利
用
し
て
い
る
。

　
産
婦
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
で
は
「
心
身
の
疲
れ

が
取
れ
た
」「
ゆ
っ
く
り
出
来

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

　
母
子
手
帳
交
付
時
、
Ｈ
Ｐ 

ア
プ
リ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る

が
、
利
用
率
は
１
割
ほ
ど
で
伸

び
悩
ん
で
い
る
状
況
で
あ
り
、

核
家
族
化
が
進
む
中
、
周
知
に

一
層
努
め
て
い
き
た
い
。
　

　
対
象
幼
児
数
は
19
人
で
利
用

料
は
１
時
間
あ
た
り
３
０
０
円

程
度
を
考
え
て
い
る
。
保
護
者

宛
に
利
用
申
請
書
を
郵
送
し
、

申
請
の
あ
っ
た
方
と
面
談
を
行

な
っ
た
上
で
認
定
通
知
を
出
す

こ
と
に
し
て
い
る
。

一般質問 村政を問う

切れ目のない支援を行なう
子育て支援の取り組みは

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
開
設

問産
後
ケ
ア

問

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

問

あか　ま　　　　　え

赤間しづ江 議員

村
長

村
長

村
長
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牛野ダムカレーはじめました（Cafe Brige）

地区毎に異なるゴミ集積かご

カフェ　ブリッジ　

取組状況
地域プロモーション動画作成
村PRポスターや協力隊宣伝ポスター作成
牛野ダムカレー創出

◆調査結果意見
様々なイベントへの参加や大衡村のＰＲに精力的に
取り組んでいる。牛野ダムカレーの創出により、牛
野ダムの認知度向上、大衡村の名物グルメの創出に
繋がると期待する。

行政区へのアンケート結果（更新の必要性）

◆調査結果意見
一部で重量のある鉄製蓋が使用されており、安全面で
の懸念が指摘されていることから、行政区を対象にア
ンケート調査を実施。状況を注視しつつ、安全・安心
して利用できるゴミ集積環境の確保に努められたい。

接種費用

◆調査結果意見
これまで国による助成金があったが定期接種に移行したた
め、自己・村負担額が変わるもの。黒川地域は全て同額の
負担額である。

答

地域おこし協力隊

調査年月日：令和７年11月５日

総務民生Report 村の課題を

チェック
レポート

ゴミ集積かご

高齢者コロナワクチン接種

回　答
必　要
不　要

どちらとも言えない

行政区数
4
4
6

意　見
老朽化、開閉困難
塗装で対応可能
－

令和６年度
令和７年度

自己負担
接種単価

村負担
内　　訳

国助成
3,000円
6,000円

15,785円
16,044円

4,485円
10,044円

8,300円
0円
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給食ができるまで

  

 

,
,  

 

, 
, 

 

目的
衛星の画像解析技術を用い、管路状況を調査・解析
し更新・修繕を行うべき管路を効率的に更新及び維
持に資することで有収率向上を図る。

衛星による漏水調査結果
調査対象距離：126.3km.　
漏水が疑われる箇所：22箇所
※22箇所については音聴調査により詳細確認
　 

調理能力：最大700食／日

配食実績（令和６年度）

給食センターの取組み
・小中校約600人分の給食を作り、生き生きと学校生活
を送れるよう安全でおいしい給食を心がけている。

・栄養教諭の工夫で「昭和万葉の森」の歌碑に刻まれ
た歌を焼きのりのパッケージに表記したり、郷土料
理を児童生徒が食べやすい味に工夫を行う。

◆調査結果意見
漏水箇所の早期修繕により有収率向上に努めたい。

水道管路音聴調査　
調査箇所：22箇所　調査延長：10.1km.
調査戸数：235戸
※調査で判明した漏水箇所を順次修繕予定

◆調査結果意見
児童生徒が好まれる給食の提供と食文化の継承に努められたい。

調査年月日：令和７年11月10日

産業教育 Reportレポート委員会
学校給食センター

衛星による漏水調査

給食単価
配食日数
児童生徒数

小学校
280円
175日
384人

中学校
330円
178日
157人
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　私
の
将
来
の
夢
は
科
学
者
で
す
。

科
学
者
に
し
た
理
由
は
二
つ
あ
り

ま
す
。
一
つ
目
は
、
私
の
好
き
な

教
科
が
理
科
だ
か
ら
で
す
。
六
年

生
に
な
っ
て
か
ら
理
科
の
授
業
が

楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
実
験
な
ど

令
和
８
年
の
干
支
は
丙
午
。

60
年
に
１
度
巡
っ
て
く
る
干

支
で
あ
り
活
力
・
飛
躍
・
成

功
を
象
徴
す
る
年
で
す
。
村

民
皆
様
が
縁
起
の
良
い
年
と

な
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り

ま
す
。

早
坂
　
美
華

村
内
花
き
農
家
が
生
産
し

た
シ
ク
ラ
メ
ン
の
販
売
が
役

場
で
あ
り
、
多
く
の
方
が
お

買
い
求
め
に
訪
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
シ
ク
ラ
メ
ン
の
か

ほ
り
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

　
私
は
衡
下
生
ま
れ
の
衡
下
育
ち
。

父
、
母
、
夫
、
息
子
、
私
の
５
人

家
族
で
す
。
な
く
な
っ
た
曾
祖
父

母
、
祖
父
母
も
一
緒
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。
両
親
が
共
働
き
だ
っ
た

た
め
、
祖
父
母
が
面
倒
を
見
て
く

れ
ま
し
た
。
お
茶
飲
み
を
し
な
が

ら
昔
話
を
聞
か
さ
れ
た
り
し
ま
し

た
。
祖
母
が
倒
れ
た
時
は
隣
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
側
に
い
て
く
れ
て
、

と
て
も
心
強
か
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
旧
集
会
所
前
で
自
転

車
で
転
倒
し
、
数
針
縫
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
も
近
所

の
お
ば
ち
ゃ
ん
に
助
け
て
頂
き
ま

し
た
。
悪
い
こ
と
を
す
れ
ば
周
囲

か
ら
注
意
し
て
も
ら
え
る
、
と
て

も
有
難
い
こ
と
で
す
。
私
の
息
子

も
近
所
の
お
じ
さ
ん
達
に
遊
ん
で

も
ら
っ
た
り
、
時
に
は
叱
ら
れ
た

り
、
と
て
も
可
愛
が
っ
て
頂
い
て

い
ま
す
。

　
世
代
を
超
え
、
関
わ
り
が
あ
る

と
い
う
事
は
素
晴
ら
し
い
事
。
い

つ
ま
で
も
こ
の
関
係
が
続
く
地
区

で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
衡
下
に
生
ま
れ
育
つ
こ
と

が
で
き
、
感
謝
で
す
。

ハッピーバースデー！

あ
と
が
き

表
紙
写
真

大衡小学校　６年

佐々木結香　さん
　さ　さ　き　ゆい　か

みんなの

で
私
自
身
の
経
験
を
将
来
に
生
か

そ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　二
つ
目
は
、
誰
も
が
ま
だ
見
つ

け
て
い
な
い
も
の
、
世
の
中
に
知

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
自
分
自
身

の
力
で
解
明
し
、
世
界
に
発
表
し

て
多
く
の
人
に
宇
宙
へ
の
興
味
を

持
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
私
の
将
来
へ
の
経
験
を
増
や

し
、
影
響
を
与
え
ら
れ
る
科
学
者

に
な
り
た
い
で
す
。

高
橋
　千
尋

高
橋
　千
尋
さ
ん
さ
ん

た
か
は
し
　

　
　ち
　ひ
ろ

た
か
は
し
　

　
　ち
　ひ
ろ

Ｉ 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

衡
下

　私
の
夢
は
、
大
好
き
な
信
号
機

に
関
係
す
る
仕
事
に
就
く
こ
と
で

す
。
私
は
小
さ
い
頃
か
ら
信
号
機

が
大
好
き
で
、
よ
く
絵
を
書
い
た

り
、
信
号
機
の
お
も
ち
ゃ
を
集
め

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
信

号
機
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
様
々
な

色
に
変
わ
っ
て
光
る
仕
組
み
や
、

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
信
号
機
が
あ

る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
ん
な
憧
れ
の

信
号
機
に
関
わ
れ
る
仕
事
に
つ
け

た
ら
、
も
っ
と
信
号
機
に
つ
い
て

詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

さ
ら
に
興
味
を
深
め
る
こ
と
も
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　私
の
将
来
の
夢
は
変
わ
っ
て
し

ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
で

も
信
号
機
は
大
好
き
な
の
で
、
将

来
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

大衡中学校　２年

舟山　蒼大　さん

ふなやま　　そう　た

お
お
ひ
ら
 議
会
だ
よ
り
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